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令和２年度	 事業報告書 

（特別養護老人ホーム亀山愛の里） 
 
 
１．運営一般について 
	 	 老人福祉法及び介護保険法の基本理念に基づき、快適で生きがいのある生活が確保

されるよう、思いやりの精神を基本とした施設運営に努めています。 
近年の介護事業を取り巻く環境は介護の人材確保が困難であるといった状況のな

か、介護従事者の処遇改善を進め、利用者一人ひとりに質の高いサービスを提供して

います。また、介護と医療との連携協働や認知症ケアの充実を図り、利用者の信頼を

得て安心して生活できる施設運営を目指しています。 
昨年度からの新型コロナウィルス禍のなか、国の指針に沿って感染対策に一層留意

して事業を展開しました。幸いに感染者はご利用者及び職員に発生していません。 
 
２．処遇方針について 
（１） 施設は、利用者の生活の場であることを念頭に置き、集団生活への調和と安 
全性に考慮しながら利用者処遇の最適化を目指し、個別ケア計画に沿った処遇に 
取り組み、必要に応じて見直しを行いました。 
	 個別機能訓練計画を作成し、日々の生活の中で個々に合わせた機能訓練を実施

し、利用者の日常生活動作（ＡDＬ）の維持・向上を図ってきました。また、寝
たきり予防のため目的ある離床の勧めや褥創マット、専用クッションの有効利用、

体位変換を行うこと等により褥創予防に努めました。 
（２） 利用者の人権、プライバシーの擁護を基盤とし、常に安全な処遇に徹し、日 
常生活においては安全で快適な生活環境を創造し、少しでも日常生活に張りや変

化を感じていただくため、誕生会や花見、秋祭り、クリスマス等の折々の行事を

行い、お楽しみいただきました。 
（３）ユニットリーダー研修等、リモートによる研修を積極的に実施するなど職員の

資質の向上に努めました。 
（４）無駄を省き、適正な予算執行に努めるとともに、介護職員処遇改善加算金の 

活用等で職員の処遇改善を図りました。 
 
３．健康管理について 
	 	 毎週１回医師による診察及び健康チェックのほか、主治医による定期診察及び必要

時に血液検査などを行い、保健指導と疾病等の早期発見に努めました。 
	 	 また、歯科については往診を依頼し、健康管理に留意しました。 
	 	 さらに、体力が衰えている利用者が多い中で、施設内での感染症予防のため今年度

も利用者にはインフルエンザの予防接種を受けていただくとともに、職員も予防接種

を実施し、介護体制の維持に努めました。 



４．食生活について 
	 	 住まいとなる施設での食事は、利用者の楽しみの大きな一つの要素であり、個々に

あった食事を提供することにより、でき得る限り自力での食事摂取を可能とし、ADL
の維持・向上に繋げていくために、利用者の身体状況、栄養状況、嗜好傾向、食事形

態などを把握し、少しでも楽しい食生活ができるように心がけました。 
	 	 また、給食委託業者との連絡・連携を密にし、ノロウイルス等による食中毒発生予

防には細心の注意を払いながら、安全で衛生的な食事の提供、カンファレンスを行い

栄養問題への取り組みを進める等、利用者の低栄養状態を予防・改善するよう個別の

栄養ケアを実施しました。 
 
５．防災について 
	 	 防災訓練については、新型コロナウィルス禍のなか密状態を避けるため、実施を先

送りし、令和 3年度早々に実施する予定です。 
消防法の規定に基づき定期的な保守点検業者による機器点検のほか、消防用設備の

自主点検を毎月１回実施しました。 
 
６．会議開催状況	 	  

会	 議	 名 開	 催	 時	 期 内	 	 	 	 容 
褥瘡防止委員会 年 4回（4・9・12・3月） 褥瘡予防・改善対策の検討等 

事故対策委員会 年 4回（5・7・11・3月） 事故発生の防止・発生時の対応 

身体拘束廃止委員会 年 4回（5・8・11・3月） 拘束廃止、拘束の記録様式の管理 

感染防止委員会 年 4回（4・9・12・3月） 感染症・食中毒の予防対策の検討等 

給食委員会 毎月勤務予定表 第 3 火曜日 栄養ケア・個別食事形態の検討等 

リーダー会議 毎月勤務予定表 第 1 水曜日 施設運営上の課題、問題等の検討 

ユニット会議 毎月 1回 各ユニットでの課題協議、情報共有等 

 
７．職員研修実施状況 
(１)事業所外研修 
期	 日 主	 	 催 参加 研	 	 修	 	 名 場	 	 所 

R3.2.2 ～

2.3 

（社団）日本ユニット

ケア推進センター 
1人 ユニットリーダー研修 オンライン研修 

R2.9月 

R3.3月 
他法人協働 1人 

新任介護職員の育成につい

て 
津市他施設 

Ｒ3.121 
三重県老人福祉施

設協会 
1人 

高齢者の口腔ケア	 基本と

実技 
オンライン研修 

Ｒ3.2.2 三重県 1人 日本人の食事摂取基準 2020 オンライン研修 

	



	

（２）事業所内研修 

実	 施	 日 研	 	 修	 	 内	 	 容 担当・講師等 

都度実施(6回) 新規採用者研修 施設長 

R2.4.28～5.1 人権及び虐待防止研修 施設長 

R2.9.8 
褥瘡予防研修	  
(褥瘡発生の報告及び予防方法) 

看護主任 

R3.6.1～6.16 食中毒の種類とその特徴 管理栄養士 

R2.9.8 新型コロナウィルス等感染予防について 看護主任 

R2.9.17～10.4 車椅子による身体拘束体験 介護主任他 

R2.12月～1月 身体拘束勉強会 各リーダー・介護主任 

R2.9.15 危険予知研修 介護支援専門員 

８．利用者の状況について（令和３年３月３１日現在） 
（１） 年齢別利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (単位：人) 
	  歳

性別 
～64 

65～
69 

70～
74 

75～
79 

80～
84 

85～
89 

90～
94 

95～ 計 

男 0 0 2 1 1 2 2 1 9 
女 0 0 1 1 4 16 9 10 41 
計 0 0 3 2 5 18 11 11 50 
構成率 0％ 0％ 6％ 4％ 10％ 36％ 22％ 22％ 100％ 
（２）	 要介護度別利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (単位：人) 
 要介護 1 要介護 2 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計 
男 0 1 2 0 6 9 
女 0 1 14 14 12 41 
 計 0 2 16 14 18 50 
構成率 0％ 4％ 32％ 28％ 36％ 100％ 

（３)負担限度段階別利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
段 階 段	 	 階	 	 の	 	 基	 	 準 人	 数 割	 合 

第 1段階 
市町村民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者 
生活保護世帯 

― ― 

第 2段階 
市町村民税非課税世帯であっって、課税年金収入額と

合計所得金額の合計額が８０万円以下の方 
11人 22% 

第 3段階 
市町村民税非課税世帯であって、利用者負担第２段階

以外の方（課税年金収入が 80万円超、266万円以下） 
30人 60% 

第 4段階 上記以外の方 9人 18％ 

計  50人 100% 

 



9．令和２年度	 月別延利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 

延利用者数 1,459 1,485 1,402 1,469 1,450 1,296 1,408 
稼働日数 30 31 30 31 31 30 31 
利用者数/日 48.6 47.9 46.7 47.4 46.8 43.2 45.4 
稼働率 97.3% 95.8% 93.5% 94.8% 93.5% 86.4% 90.8% 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 計 
延利用者数 1,303 1,381 1,486 1,252 1,411 16,802人 
稼働日数 30 31 31 28 31 365日 
利用者数/日 43.4 44.5 47.9 44.7 45.5 46.0人 
稼働率 86.9% 89.1% 95.9% 89.4% 91.0% 92.1% 

	  



令和２年度	 事業報告書 

（亀山愛の里ショートステイ） 
 
１．運営一般について 
	 	 在宅生活の継続を念頭においた、安全で快適な施設サービスを提供して、家族の精

神的・肉体的負担の軽減を実現しています。 
自宅に帰りたいとの気持ちが強い利用者や定期的な利用者にも、何時までも自宅で

暮らしたい、生活したいとの願いが達成できるように、居宅支援事業者と連携を図り、

短期生活介護（介護予防）の計画的利用を進めることにより、在宅生活の安定に寄与

しています。 
昨年度からの新型コロナウィルス禍のなか、国の指針に沿って感染対策に一層留意

して事業を展開しました。幸いに感染者はご利用者及び職員に発生していません。 
 
２．処遇方針について 
	 ⑴	 利用開始の際には、利用者の要望、状況のみならず、家族と十分なコミュニケー

ションを取り、利用者の現有機能に応じた適切なサービスの提供に努めました。 
	 ⑵	 突然の生活環境の変化に伴う心身の状況変動に注意し、安心・安全なサービスの

提供に努めました。 
⑶	 利用者及びその家族から信頼が得られるサービスの提供に努めた結果、繰り返し

利用していただく利用者がかなりの割合で居られます。 
⑷	 特別養護老人ホームとの連携で、スムーズな事業運営を行いました。 

 
３．生活の継続性 
	 ⑴	 現有機能の維持に努め、自宅に戻ったときにスムーズな日常生活が送れるように

家庭状況に配慮したケアを実施しました。 
	 ⑵	 自宅での生活が継続できるように、訪問介護事業者等の居宅サービス提供者との

連絡を密にし、情報の共有化を図り、できる限り一元的なサービスの提供に努めま

した。 
 
４．食事などのサービスについて 
	 	 施設利用者にとって食事は生活の源であり、大きな楽しみの一つでもあることから、

季節感を伴った、嗜好傾向に配慮した食事を提供し、楽しく、喜んで食べていただけ

るような献立や雰囲気作りに心がけました。 
	 	 また、給食委託業者との連絡・連携を密にし、ノロウイルス等による食中毒の発生

予防には細心に注意を払いながら、安全で衛生的な食事を提供しました。 
 
５．防災について 
	 防災訓練については、新型コロナウィルス禍のなか密状態を避けるため、実施を先送

りし、令和 3年度早々に実施する予定です。 
消防法の規定に基づき定期的な保守点検業者による機器点検のほか、消防用設備の 



自主点検を毎月１回実施しました。 
 
６．職員研修実施状況について	  
（１）事業所外研修	  
	 期	 日 主	 	 催 参加 研	 	 修	 	 名 場	 	 所 
R3.2.2 ～

2.3 

（社団）日本ユニット

ケア推進センター 
1人 ユニットリーダー研修 オンライン研修 

R2.9月 

R3.3月 
他法人協働 1人 

新任介護職員の育成につい

て 
津市他施設 

Ｒ3.121 
三重県老人福祉施

設協会 
1人 

高齢者の口腔ケア	 基本と

実技 
オンライン研修 

Ｒ3.2.2 三重県 1人 日本人の食事摂取基準 2020 オンライン研修 

 
（２）事業所内研修 

実	 施	 日 研	 	 修	 	 内	 	 容 担当・講師等 

都度実施(6回) 新規採用者研修 施設長 

R2.4.28～5.1 人権及び虐待防止研修 施設長 

R2.9.8 
褥瘡予防研修	  
(褥瘡発生の報告及び予防方法) 

看護主任 

R3.6.1～6.16 食中毒の種類とその特徴 管理栄養士 

R2.9.8 新型コロナウィルス等感染予防について 看護主任 

R2.9.17～10.4 車椅子による身体拘束体験 介護主任他 

R2.12月～1月 身体拘束勉強会 各リーダー・介護主任 

R2.9.15 危険予知研修 介護支援専門員 

 
７．利用者の状況について（令和３年３月３１日現在） 

(１) 年齢別利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (単位：人) 
	 歳 

性別 
～64 

65～
69 

70～
74 

75～
79 

80～
84 

85～
89 

90～
94 

95～ 計 

男 0 0 0 0 0 1 1 1 3人 
女 0 0 1 1 3 5 5 1 16人 
計 0 0 1 1 3 6 6 2 19人 

 



 
(２) 要介護度別利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 (単位：人) 
 要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

３ 

要介護 

４ 

要介護 

５ 
計 

男 0 0 0 1 1 0 1 3人 
女 0 1 2 3 8 1 1 16人 
計 0 1 2 4 9 1 2 19人 

 
(３) 負担限度段階別利用者数 
段 階 段階の基準 人数 割合 

第１段階 
市町村民税非課税世帯の老齢福祉年金受給者 
生活保護世帯 

0人 0％ 

第２段階 
市町村民税非課税世帯であっって、課税年金収入額と 
合計所得金額の合計額が８０万円以下の方 

5人 26.3% 

第３段階 
市町村民税非課税世帯であって、利用者負担第２段階 
以外の方（課税年金収入が 80万円超、266万円以下） 

2人 10.5% 

第４段階 上記以外の方 12人 63.2％ 

計  19人 100％ 

 
８．月別延利用者数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 
延利用者数(人) 507 517 499 607 599 484 515 
稼働日数 30 31 30 31 31 30 31 

利用者数/日(人) 16.9 16.7 16.6 19.6 19.3 16.1 16.6 
稼働率（％） 56.3 55.6 55.4 65.3 64.4 53.8 55.4 

 11月 12月 1月 2月 3月 計 
延利用者数 503 567 600 604 676 6,678人 
稼 働 日 数 30 31 31 28 31 365日 
利用者数/日 16.8 18.3 19.4 21.6 21.8 18.3人/日 
稼働率（％） 55.9 61.0 64.5 71.9 72.7 61.0% 

 



令和２年度	 事業報告書 

（亀山愛の里デイサービス） 
 
１	 運営方針 
	 	 利用者が可能な限り自宅で自立した日常生活を送ることができるよう、自宅にこも

りきりの利用者の孤立感の解消や心身機能の維持、家族の介護の負担軽減などを目的

として、利用者一人ひとりに沿った介護サービスの提供を行うとともに、居宅支援事

業者と連携を強化することにより、サービスの質の向上、利用率の向上を目指して活

動しました。 
昨年度からの新型コロナウィルス禍のなか、国の指針に沿って感染対策に一層留意

して事業を展開しました。幸いに感染者はご利用者及び職員に発生していません。 
 
２	 支援方針 
（１） レクリエーション等の実施に際しては、利用者のニーズ、日頃の訴えなどか 

ら、利用者の希望に沿ったサービスの提供ができるように日々努めました。 
	 特に季節感を伴うタペストリー等の制作を行うなど制作の楽しみを提供しま 
した。 

（２） 入浴（一般浴・機械浴）については、利用者一人ひとりの健康状態を把握し 
つつ、身体状態に合わせた介助の方法や設備を活かしたサービスの提供に留意し、

安全で安心して入浴していただけるよう配慮しながら、利用者の希望や状態に沿

った入浴サービスを実施しました。 
（３） 給食については、管理栄養士の献立のもとバラエティーに富んだメニューと 
嗜好や摂取量など利用者の状態に合った食事を提供しました。また、食事介助が	

必要な利用者への適切な援助とともに食の楽しみが感じられるようにしました。 
さらに、毎月のおやつ作りは、担当スタッフが毎回工夫を凝らしながら季節 

を感じられる内容や楽しみを感じられる作業を工夫し、「自分たちで作る」楽し

さを提供できました。 
（４） 在宅での生活を念頭において、利用者の心身の状態や生活の状況に応じ、そ 

のニーズを的確に把握するように努め、できること、できていること、できる 
であろうことの観察や対応を図り、在宅生活が継続できるよう支援しました。 

（５） 送迎については、利用者の身体状態や特性に合わせた車両選定と送迎ルート、 
自宅周辺の土地環境を把握しながら、常に安全運転を心掛け、快適に乗車し、安

心して来所していただくよう送迎を実施しました。 
また、送迎は利用者、ご家族との直接コミュニケーションを図れる場でもあ 

ることから、情報の共有や生活のアドバイス等を通じて共通理解を持つことがで 
きました。 

	  
３	 防災について 
	 	 防災訓練については、新型コロナウィルス禍のなか密状態を避けるため、実施を先

送りし、令和 3年度早々に実施する予定です。 



消防法の規定に基づき定期的な保守点検業者による機器点検のほか、消防用設備の

自主点検を毎月１回実施しました。 
 
４	 職員研修(事業所内)実施状況 

実	 施	 月 研	 	 修	 	 内	 	 容 講師等 

Ｒ２年４月 新型コロナウィルスについて 担当職員 
Ｒ２年５月 新型コロナウィルス感染症予防の対応について 〃 
Ｒ２年６月 高齢者虐待防止について 〃 
Ｒ２年７月 接遇・コミュニケーションについて 〃 
Ｒ２年８月 介護技術の基本 〃 
Ｒ２年９月 介護職員の言葉遣い 〃 
Ｒ２年 10月 感染症について 〃 
Ｒ２年 11月 事例検討会 〃 
Ｒ２年 12月 他感染症対策の徹底について 〃 
Ｒ３年１月 介護記録のポイント 〃 
Ｒ３年２月 介護現場の訴訟リスクについて（転倒） 〃 
Ｒ３年３月 介護現場の訴訟リスクについて（誤嚥） 〃 

 
５	 利用者の状況について（令和２年度） 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

登録者数 34 31 34 36 35 36 39 39 40 38 37 37 436 人 

延利用者数 342 324 357 374 338 356 402 370 370 336 339 393 4,301 人 

稼働日数 26 26 26 27 26 26 27 25 25 23 24 27 308 日 

利用者/日 13.2 12.5 13.7 13.9 13.0 13.7 14.9 14.8 14.8 14.6 14.1 14.6 14.0 人 

稼働率 65.8 62.3 68.7 69.3 65.0 68.5 74.4 74.0 74.0 73.0 70.6 72.8 69.8% 

 
６	 行事実施状況（令和２年度） 
（１） 定例行事 
① お楽しみランチ	 １回／月 
② カレンダー、折り紙等の制作	 1回／月 
③ おやつパーティ	 	 	 ２回／月 

（２） 季節の行事等	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
実施月 内	 	 容 実施月 内	 	 容 
４月 お 花 見 １０月 園芸レク 
５月 園芸レク １１月 運動会 
６月 － １２月 クリスマス会 
７月 七夕 １月 － 
８月 夏祭り ２月 節分 

９月 敬老会 ３月 茶話会 
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